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※出席者は記録者が印を付ける。
※出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）する事。
＜連絡事項＞
・外来のインフルエンザ対応開始のため、病棟の体温計1本を外来に貸しています。
・本日、大規模災害を想定した訓練を行っています。また、17：10からメンタル4階講堂にてDPAT事務局：吉田氏より特別講演を行って頂きます。（30分程度）勤務者以外は出席してください。

＜患者様連絡事項＞

・内田　都影様～本人より服薬自己管理をしたいと話してきています。担当スタッフと相談する様伝えていますが、以前にもやっていたからと早く進めたいようです。少し様子をみながら服薬自己管理を検討していきましょう。
・木村　敬様～現在、自宅への外泊中です。他科薬のセットについて、10/24（火）に村井内科・市民病院を受診する為、その後から錠剤のセットも含めて本人にセットして頂きます。退院予定でもありますので、退院前に実際に確認して問題ないようにして退院へすすめていきましょう。10/25～10/26の外泊中に退院前訪問指導を予定していきます。又、10/30（月）の退院で良いのか、御家族に確認していきましょう。
・日向端　庸男様～本日、青陽館体験利用の為スタッフ付き添いで14：00～16：00迄で
　　　　　　　　　行かれています。
＜注目患者様評価＞

・飯田　修子様～日中の眠気あり、歩行時のふらつきや食事中に居眠り見られています。
　　　　　　　　「食べられないのよ。」と冴えない表情で話されています。寝ぼけながら
　　もタバコ等に来る事はできています。自分に意見を否定されると不機嫌になるので、話を傾聴しながら、他者トラブルとならないよう観察していきましょう。
・佐々木　淳様～午前は調子が良くスタッフ付き添いにて歩行訓練をしています。昼食後

　　　　　　　　薬服用後より、足元がふらつきつまずく事もあり介助要しています。臨
機応変に対応していきましょう。

・原　吉郎様～ここ数日、交信(幻聴)の頻度が増えており、本日、スタッフから確認すると、本人も増えていると話していました。また、交信について辛くないか確認されると「少し辛い」と話しています。青山荘見学・体験利用の話が出てから、頻度が増えてきている様子見られるので、不安を取り除けるよう介入していきましょう。
＜安ケ平Dr診察＞

・嶋守　京子様～健忘症状の悪化あり、家族より鬱が原因ではないかとの相談がありました。様子観察としています。口渇の訴えがあり、内服薬の副作用にて心配ない事を説明受けています。同内容にて経過観察していきます。
・中川原　義雄様～上肢の振戦悪化はなく、オランザピン減量となっているが、気分の向上もありません。薬は同内容にて経過観察していきます。
＜馬渡Dr診察＞
・佐々木　淳様～歩行不安定で車椅子を利用しています。午前中は比較的歩行が安定しており、つかまりでの移動が可能であるが、午後になるとふらつき著明で、前のめりに倒れてしまう傾向があります。

精神面では大きな変化はなく、不穏、興奮等目立たず呂律は不良であるが、意思疎通は良好です。処方継続。御家族が希望すれば、神経内科受診を検討していくとの事。
・戸賀沢　潔様～相変わらず多飲水傾向で、1日500ml×5～6本程度と本人は話しています。水分量の見直しをし、1500ml～2000mｌ程度に抑えるように説明を受けています。今後の電解質の経過や身体症状の出現あれば病棟移動も行っていくとの事。来週電解質再検。処方継続。
・原　吉郎様～幻聴体験は残存しており、大きく左右される事はありませんが、回数は少し増えたなどと話しています。幻聴の主は「今日は医者かな」などと話しています。医者だと思った理由は（自身の）病気のことを尋ねてきたから、と返答しています。今後青山荘への体験利用を実施していく。処方継続。
＜安ヶ平Dr退院支援＞

・三上　勇様～身寄りが無く現在八戸市長が保護者となっています。その為施設への入所は難しく、自宅は何年も誰も住んでおらず住める状態ではないです。

・上村　みわ様～介護認定調査結果は要介護1となり期限はH30年3月31日となります。御家族は施設入所を希望しています。要介護1で入所できる施設をさがしてもらうようＳＷへ依頼中です。

・滝田　英人様～先月9/22（金）家族（姉様）面会があり、久しぶりで会った為か興奮気
味で話していましたが徐々に落ち着いています。「次に来るのは来年か
な。」と姉様話しています。入所できる施設の検討を継続していきます。

・嶋守　京子様～御家族(長女様)は施設入所(八戸市内)を希望しています。デイケア等の利用も迎えが来るまでの間1人にしておく事や帰りが遅くなるため心配との事です。また、本人様は不安や緊張が強くあり、抑うつ等の情動の不安定が出現する恐れがあります。現在は、安定した状態を維持できているので、御家族様と再度話し合いの場を設定していきます。入所可能な施設への入所を目指して行きます。

・中川原　義雄様～精神症状は薬剤調整にて安定しています。保護者が長女様へ変更となっていますが、妻様との面会や外出へ行かれる事が度々あります。セルフケアの能力維持できるように支援していき、また施設入所・自宅退院の両方を検討していきます。

＜馬渡Dr退院支援＞

・蝦夷森　重男様～御家族の協力得られていない状況で、現在介護保険期限切れであるが再度申請も行ってないです。今後、本人から申請を行い介護保険適応の施設入所を目指していきます。

・原　吉郎様～現在治験中ですが、青山荘見学の希望あるため、11月に見学予定としています。病状管理面や日常生活面について指導・介入していきます。

・戸賀沢　潔様～嗜好品や水分の自己管理能力が低い他、他者へたかる等の行動あり、ルールを守れません。自己管理能力を評価し詳細を把握、適宜指導、介入していきます。ご家族へは自宅退院の方向も含めて話をしていく必要があります。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

・佐々木　淳様～青山荘入所対象ではあるが歩行状態が悪く入所困難です。歩行時や起立時の不安定さに波があり、車椅子を使用している状態です。ADL低下を防ぐ為に自身で行えることは行っていただきますが、転倒・転落を防ぐ為常時見守り・声掛け行っていきましょう。本人の状態を回復していけるよう対応していきます。
・日向端　庸男様～退院後はアパートでの単身生活予定。今後のアパート探索は青明舎へ依頼しています。金銭管理は、社協のアップルハートに依頼する事としています。本日、スタッフ付き添いにて青陽館体験利用へいかれています。年内に退院予定で支援を進めています。
＜皮膚科診察＞

・大久保　光男様～タベジール2T 2×朝・夕本日夕から7日分処方となっています。

・千葉　光広様～デルモゾールローション1本処方となっています。

・布施　邦雄様～エキザルベ2本処方となっています。

・松谷　和也様～タベジール2T 2×朝・夕本日夕から7日分処方となっています。

・三上　勇様～デルモゾールDP軟膏2本処方となっています。

・原　吉郎様～テルビナフィンクリーム1本処方となっています。

　　　　　　　
・飯田　修子様～デルモゾールDp軟膏1本処方となっています。
・磯島　貴広様～エキザルベ2本、エルタシン軟膏2本、テルビナフィンクリーム1本処方となっています。
・金沢　洋子様～ウリモックスクリーム1本、ケルガー液1本処方となっています。
